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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 19日 (2007.1.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ‐ 任 意 の 方 向 の 軸 に 沿 っ て 伸 び た 密 閉 容 器 、
‐ 酸 素 及 び 場 合 に よ り 水 蒸 気 を 含 む 予 熱 ガ ス 供 給 手 段 （ １ ２ ） 、
‐ 炭 化 水 素 供 給 原 料 供 給 手 段 （ ９ ） 、
‐ 水 素 リ ッ チ 流 出 物 の 排 出 手 段 （ １ １ ） 、
‐ 炭 化 水 素 供 給 原 料 供 給 手 段 予 熱 ガ ス 供 給 手 段 （ １ ２ ） に 接 続 さ れ る 、 ほ ぼ 等
温 の 部 分 酸 化 反 応 が 内 部 で 行 わ れ る 、 第 １ 内 部 チ ャ ン バ （ ５ ） 、
‐ 完 全 に 撹 拌 さ れ る タ イ プ の 流 れ を 生 み 出 す こ と に 適 合 し た ガ ス を 乱 流 状 態 に す る 手 段 、
‐ ピ ス ト ン 流 れ を 作 る た め に 適 し た 容 積 の 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） へ の 第 １ チ ャ ン バ （ ５ ） の
連 通 手 段 （ ８ ） を 含 む 部 分 酸 化 反 応 器 で あ っ て 、 連 通 手 段 （ ８ ） は 、 少 な く と も １ つ の オ
リ フ ィ ス を 含 み 、 か つ 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） は 、

さ の 少 な く と も 一 部 間 接 的 に し 、 第 ２ チ ャ ン バ は 、 水 素 リ
ッ チ 流 出 物 の 前 記 排 出 手 段 （ １ １ ） に 接 続 し 、
か つ 予 熱 ガ ス 供 給 手 段 （ １ ２ ） は 、 反 応 器 の 密 閉 容 器 と ほ ぼ 同 軸 の 環 状 容 器 を 含 み 、 か つ
第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） は 、 前 記 密 閉 容 器 と ほ ぼ 同 軸 で あ る 反 応 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） は 、 連 通 手 段 （ ８ ） と 連 通 す る ほ ぼ 断 熱 の 第 １ 領 域 、 及 び 酸 素 を 含
む ガ ス の 供 給 手 段 （ １ ２ ） に よ り 熱 を 交 換 す る 第 ２ 領 域 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 反 応 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） の 第 １ 領 域 は 、 水 蒸 気 改 質 触 媒 を 含 む 請 求 項 ２ に 記 載 の 反 応 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 ２ チ ャ ン バ は 、 セ ラ ミ ッ ク タ イ プ の 材 料 中 に 作 ら れ る か 、 又 は 多 孔 質 又 は 非 多 孔 質 の
セ ラ ミ ッ ク 材 料 に よ っ て 熱 流 体 の 側 に 場 合 に よ り 被 覆 さ れ る 金 属 材 料 中 に 作 ら れ る 請 求 項
１ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 反 応 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ チ ャ ン バ （ ５ ） 内 部 で ガ ス を 乱 流 状 態 に す る 手 段 は 、 ガ ス の 内 部 再 循 環 円 環 壁 、 邪
魔 板 、 及 び 一 方 で 供 給 原 料 を か つ 他 方 で 酸 素 を 含 む ガ ス を 別 個 に か つ ほ ぼ 向 流 で 噴 射 す る

を 供 給 す る 予 熱 ガ ス

（ ９ ） 及 び

前 記 予 熱 ガ ス 供 給 手 段 （ １ ２ ） か ら の 予 熱
ガ ス と 、 そ の 長 に お い て 熱 交 換



装 置 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 反 応 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ チ ャ ン バ （ ５ ） 及 び 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） は 、 反 応 器 の 密 閉 容 器 と ほ ぼ 同 軸 で あ り 、
か つ ガ ス 供 給 手 段 の 環 状 容 器 は 、 第 １ チ ャ ン バ （ ５ ） 及 び 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） を 取 り 囲 む
請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 反 応 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 炭 化 水 素 、 ア ル コ ー ル 又 は 生 物 量 か ら の 油 を 含 み 供 給 原 料 か ら の 、 か つ 請 求 項 １ か ら ６
の い ず れ か に 記 載 の 反 応 器 を 使 用 す る 、 水 素 リ ッ チ 流 出 物 の 生 成 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 酸 素 を 含 む ガ ス は 、 理 論 酸 素 量 に 対 す る 質 量 比 ０ ． １ ～ ０ ． ６ に あ り 、 か つ 第 １ チ ャ ン
バ 内 の 再 利 用 率 は 、 ２ ５ ％ 以 上 で あ り 、 か つ 好 ま し く は ５ ０ ％ を 超 え る 請 求 項 ７ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ガ ス は 、 第 ２ チ ャ ン バ 内 を 循 環 す る 流 出 物 と の 間 接 的 熱 交 換 に よ っ て ８ ０ ０ ℃ ～ １
４ ０ ０ ℃ の 温 度 で 予 熱 さ れ る 請 求 項 ７ 又 は ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 １ チ ャ ン バ の 温 度 、 及 び 場 合 に よ り 第 ２ チ ャ ン バ の 第 １ 領 域 の 温 度 は 、 １ １ ０ ０ ℃ ～
１ ８ ０ ０ ℃ 、 か つ 好 ま し く は １ ４ ０ ０ ℃ ～ １ ６ ５ ０ ℃ で あ る 請 求 項 ７ か ら ９ の い ず れ か に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 モ ル 比 Ｈ ２ Ｏ ／ Ｃ （ 式 中 、 Ｃ は 、 炭 化 水 素 供 給 原 料 中 に 含 ま れ る 炭 素 の 量 を 示 す ） は 、
０ ～ ２ 、 か つ 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ０ ． ８ で あ る 請 求 項 ７ か ら １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 酸 素 を 含 む ガ ス 供 給 に お い て ガ ス 状 炭 化 水 素 を 噴 射 し 、 か つ 第 １ チ ャ ン バ の 上 流 で 得 ら
れ る 混 合 物 の 発 火 を 行 っ て 低 温 点 火 を 行 う 請 求 項 ７ か ら １ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ チ ャ ン バ 内 の 滞 留 時 間 は 、 ５ ０ ｍ 秒 ～ １ 秒 で あ る 請 求 項 ７ か ら １ ２ の い ず
れ か に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 、 任 意 の 方 向 の 軸 に 沿 っ て 伸 び た 密 閉 容 器 、 （ 一 般 に 空 気 の ） 酸 素 及 び 場 合 に
よ り 水 蒸 気 を 含 む 予 熱 ガ ス 供 給 手 段 （ １ ２ ） 、 炭 化 水 素 供 給 原 料 供 給 手 段 （ ９ び 水 素
リ ッ チ 流 出 物 の 排 出 手 段 （ １ １ ） を 含 む 部 分 酸 化 反 応 器 で あ っ て 、 炭 化 水 素 供 給 原 料 供 給
手 段 （ ９ び 予 熱 ガ ス 供 給 手 段 （ １ ２ ） に 接 続 さ れ る 、 ほ ぼ 等 温 の 部 分 酸 化 反 応 が 内 部
で 行 わ れ る 、 第 １ 内 部 チ ャ ン バ （ ５ ） を 組 み 合 わ せ て 含 み 、 前 記 反 応 器 は 、 チ ャ ン バ （ ５
） 内 で 完 全 に 撹 拌 さ れ る タ イ プ の 流 れ を 生 み 出 す よ う に す る ガ ス を 乱 流 状 態 に す る 手 段 、
ピ ス ト ン 流 れ を 作 る た め に 適 し た 容 積 の 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） へ の 第 １ チ ャ ン バ （ ５ ） の 連
通 手 段 （ ８ ） を 含 み 、 連 通 手 段 （ ８ ） は 、 少 な く と も １ つ の オ リ フ ィ ス を 含 み 、 か つ 第 ２
チ ャ ン バ （ ７ ） は 、 長 さ の 少 な く
と も 一 部 に 間 接 的 に 熱 を 交 換 し 、 第 ２ チ ャ ン バ （ ７ ） は 、 水 素 リ ッ チ 流 出 物 の 前 記
排 出 手 段 （ １ １ ） に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 反 応 器 に 関 す る 。
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） 及

） 及

前 記 予 熱 ガ ス 供 給 手 段 （ １ ２ ） か ら の 予 熱 ガ ス と 、 そ の
お い て
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